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 ATS＆ＡＣＲＯＳＳのカーボンクラッチをお買い求めいただきありがとうございました。この取扱説明書は、エイティーエス株式会社が製造販売するクラッチの

使用方法について説明したものです。この取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。 

製品保証の範囲について  ●弊社の責任で車両へ組み付けが不可能である場合は、不良部品を良品と交換いたします。 

                  ●装着後あるいはご使用後の保証はできません。 

⇒危険度：軽度または中程度の傷害に至る可能性のある危険。および、 

  物的損害のみが発生する可能性のある危険 

●特にエンジンクランクシャフトへのフライホイールの取り付けを誤ると、フライホイールやクラッチがミッションケースを突き破って外へ飛散してドライバーや周囲

へ激突し、死亡事故が発生する可能性がありますので、慎重に取付け作業をしてください。 

 ○フライホイール取付けボルトは必ず新品をお使いください。 

 ○フライホイール取付けボルトは、ボルトが底づきせずにフライホイールを適正に締め付け固定できるか否かを、ボルト長を測定  して確認してください。ボルト

が長過ぎる場合は、ボルト先端を切断し適正な長さにしてください。 

 ○フライホイールの締め付けトルクや、その他の組み付け作業の要領は、車両整備マニュアルに準じてください。 

●クラッチミートがスムーズにできず車の発進がもたつく、あるいはエンストするなど操作に不安がある場合は、特に右折や坂道発進などで重大な事故を起こす可

能性があります。安全な場所で練習する、一般道での使用を中止するなどの適切な処置を実行してください。 

●本製品を着脱する場合は、本取説と当該車両の整備解説書の内容を十分把握した上で慎重に作業を行ってください。作業方法を誤ると製品および関連部品を

破損、あるいは操縦不能等の重大事故を引き起こす恐れがあります。 

●本製品の性能・特性を十分ご理解された上でご使用ください。 

●本製品装着車両の運転中に異常を感じたら周囲の安全を確認した後、安全な場所にただちに車を止めて点検・修理を行ってください。 

●本製品装着車両は、純正以外のクラッチ装着車両の取扱に不慣れな人、取扱指導を受けていない人などに貸さないでください。                         

●本製品の取付は、専門の知識・経験・設備・資格がある整備工場で行ってください。 

●適合車種以外の車両への装着はしないでください。 

●この取扱説明書は、ユーザー様が大切に保管願います。 

●本書面の内容や本製品の仕様・価格等は予告無く変更することがあります。 

⇒危険度：死亡または重傷に至る可能性のある危険 

警告表示の種類と危険度 

安全に正しくお使いいただくために 警 告 

注 意 

警 告 

注 意 

 組み付け上のご注意  ※組み付ける前に、新品クラッチに、分解順にプレートとハブに数字などをマーキングしておけば、組み立て順と部品の表裏がわかります。 

●洗浄したミッション入力軸にクラッチハブを差し込んでハブがスムーズに移動できることを確認してください。 

●カーボンディスクは強靭ですが、大きな曲げ力がかかると割れますので取扱にはご注意願います。例えば、センターハブの裏表・組込順序・センター出しに注意し、入力シャフト挿

入時にミッションを大きく揺らさないでください。 

●カーボンは油脂が着くとなかなか取れず滑りの原因になりますので、ハブ･ベアリングスリーブのグリスアップは最小限にしてください。センターハブのスプラインにはミッションオイ

ルをうすく塗る程度にしてください。 

●ビッグシリンダーや、指定品と長さが異なるピボットは切れ不良やスリップの原因になりますので、使用しないでください。 

●車種によってクラッチ切れ位置が変わります。指定部品を使いペダル遊びを最小としても切れ位置が奥過ぎる（切れにくい）場合は、ペダル戻り側ストッパーを調整してペダルスト

ロークを拡大してください。マスターシリンダーのオーバーホールが必要な場合もあります。 

●プル・プッシュ作動変更部品で金属が擦れ合う可能性がある箇所には十分にグリスを塗布し、定期的にグリスアップをしてください。 

●調整の最後に、レリーズベアリングのロッドを手で押し込めるかどうかチェック願います。押し込めなければ、ペダルの遊びが無いことを意味しています。遊びが無いと加熱膨張し

たクラッチオイルがマスターシリンダーカップに戻れないためレリーズシリンダーのロッドを押し出してクラッチを切ろうとするのでクラッチが滑ります。遊びが無い場合は、ペダルの

ロッドを１２０度くらいもどしてください。 

●ペダルの遊び調整機構がない車両の場合は、切れ位置の調整はできません。 

使用上のご注意 

 シングル・ツイン・トリプルクラッチの慣らし運転方法 

●慣らし運転方法は、市街地走行３００Kmの後、フル加速して滑ったらアクセルをすぐにもどして、さらに３００Km慣らし運転を継続してください。その後、再び

フル加速して滑ったらさらに３００Km慣らし運転・・・というように、滑らなくなるまで慎重に実施願います。 

慣らし完了の目安は、車両スペックや運転方法によって大きく変わりますが、３００～２０００Kmです。 

●ディスクの表面に光沢膜ができるまで慣らし運転が必要です。この膜が無い時に大きな負荷をかけたりスリップさせるとディスクの磨耗が早まります。 

●慣らし運転を早めようとして、高回転でクラッチミートしたり、半クラッチを長くするとクラッチの消耗を早めたり、鉄部品のヒズミを発生させる危険があるの

で、慣らし運転は必ず通常操作でお願いします。 

●カーボンクラッチがスリップするとエンジン回転が一気に上昇するのですぐにわかります。走行中にスリップした場合は、アクセルを戻してから徐々に加速を

再開してください。スリップしたままエンジン回転を上げてもスリップは止まりません。 

●シングル・ツインクラッチでドラッグレースをしないでください。 

 カーボンクラッチの寿命を長く保つ方法 

●カーボンクラッチの寿命を長く保つための最重要テクニックは、半クラッチ操作です。 

●１５００RPM以上の高い回転でクラッチをミートするときは、半クラッチは０．５秒以内にしてください。 

●半クラッチの長さでレーシングスタート時のタイヤのバタツキや、その他のジャダーを抑えるのではなく、ミート回転数を変えることで抑えてください。 

 ヒズミと磨耗への対応 

●ハードな使い方をした直後などに鉄部品が歪んで摩擦面が線接触になり滑ることがあります。０．１ｍｍ程度の小さなヒズミの場合は、そのまましばらく使っ

ているとカーボンディスクがヒズミに合わせて磨耗し面接触に復帰して滑らなくなります。 

●新品時のカーボンディスクは３．９ｍｍの厚さがあります。ディスクが薄くなり過ぎる（２ｍｍ以下になる）と強度不足で割れる可能性がありますが、これは異

常ではありません。 

 シングルクラッチの性能 

●プレッシャプレートにカーボン処理をして伝達力を上げているため、車種によってジャダーが発生しますが、これは異常ではありません。 

●ツイン・トリプルクラッチに比べて伝達容量が小さいので、ドラッグレースなどの過酷な使い方はしないでください。 

 クラッチの加熱操作 

●プレッシャプレートにカーボン処理をして伝達力を上げているため、車種によってジャダーが発生しますが、これは異常ではありません。 

●ツイン・トリプルクラッチに比べて伝達容量が小さいので、ドラッグレースなどの過酷な使い方はしないでください。 

 騒 音  機種によっては、ノーマルクラッチに比べて大きな騒音が発生します。例えば、ニュートラルでアイドリング中にクラッチ付近からガラガラ・・・と騒音

が発生し、クラッチペダルを踏むとその音が止まる。あるいは、エンジンブレーキ時に３０００RPM付近でゴゴゴーという騒音が発生することもあります。これら

は、クラッチの軽量化が原因したミッションギヤの歯打ち音であり、異常ではありません。 

製造発売元：エイティーエス株式会社 住所  〒７０１－１１３３ 岡山市富吉３２０１ TEL０８６－２８６－９３３１ FAX０８６－２８６－８０７７ 

ホームページアドレス www.a-t-s.co.jp／ 
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 カーボンクラッチの組み付け方法： 
●ミッション取り外し ： ミッション・クラッチの着脱は、その車の整備マニュアルに従って実施してください。 
●ミッション入力シャフト洗浄： ミッション入力軸（メインドライブシャフト）のスプライン部をきれいに洗浄してください。また、この部分にキズや変形がないか確
認して、異常があれば新品交換してください。 
●何らかの理由でケーシングをフライホイールから取り外した場合は、新品ボルトで １．８±０．１Ｋｇ－ｍの締め付けトルクで再固定してください。 
●フライホイール取り付け ： フライホイールが外れると、死亡事故になる可能性も十分にありますので、特に慎重に組み付けてください。 
  ○取り付けボルトは、必ず新品を使用してください。 
  ○取り付けボルトの長さが適正であることを入念に確認してください。 
  ○整備マニュアルに従い、適正な締め付けトルクでボルトを固定してください。 

締め付けトルク（Ｋｇ－ｍ）  車型式／エンジン名 ⇒ トルク（Ｋｇ－ｍ） 
ＧＴ－Ｒ，Ｒ３２，３３，３４／ＲＢ２６ＤＥＴＴ，ＲＢ２５ＤＥＴ、ＲＢ２０ＤＥＴ ⇒ トルク１４．５～１５．５ 
ＰＳ１３，ＲＰＳ１３，Ｓ１４，Ｓ１５／ＳＲ２０ＤＥＴ ⇒ トルク８．５～９．５ 
ＥＦ８，ＥＧ６，ＥＫ４，ＥＫ９，ＤＣ２／Ｂ１６Ａ，Ｂ１６Ｂ，Ｂ１８Ｃ ⇒ トルク１０．５     ＤＣ５，ＥＰ３／Ｋ２０ ⇒ トルク１２．５ 
ＣＮ９Ａ，ＣＰ９Ａ，ＣＴ９Ａ／４Ｇ６３Ｔ ⇒ トルク１３．５ 
ＦＣ３Ｓ，ＦＤ３Ｓ，ＳＥ３Ｐ ⇒ カウンターウエイトへの締め付けトルク６．２ （センターナットの締め付けトルク４０～５０） 
１ＪＺ，２ＪＺ ⇒ ５Ｋｇ－ｍで一旦締め付けて、そこからさらに９０度締めこむ。 
 
●流用するクラッチレリーズパーツがすべてノーマル部品であることを確認してください。例えば、ビッグシリンダーや純正と異なるピボットやクラッチフォーク
は、クラッチストロークを変化させて切れ不良の原因になりますので、弊社が取説上で指定しない限り使わないでください。 
●クラッチペダルとマスターシリンダーの間の遊びやペダル戻り側のストッパー位置などを標準状態に戻してください。 
●他社クラッチを使うためにクラッチの自動調整機能をキャンセルしている場合は、自動調整機能を復活させてください。 
●取り付けるクラッチを分解して、フライホイール（あるいはフライホイールにケーシングが付いた状態）をエンジンに固定します。 
●フライホイールをエンジンに固定してから、クラッチプレートＢ ⇒ クラッチハブ ⇒ クラッチプレートＡ ⇒ クラッチプレートＢ （⇒クラッチプレートＡ，Ｂ） 
⇒ プレッシャープレート ⇒ カバーＡＳＳＹ という順番にクラッチを仮組します。 
●クラッチハブの向きがご不明の場合は、弊社までお問い合わせください。（取説の断面図は、代表例を記載していますので、参考になりません。） 
●プレッシャープレートの組み付け ： プレッシャープレートの山がカバー側に向くようにしてください。 
●カバーＡＳＳＹの仮止め ： 対角線上のボルトを順次締め付けます。スプライン合わせを完了するまで仮止めします。 
●クラッチハブのスプライン穴をガタなくスムーズに貫通するような心出し用シャフトをご準備いただき、カバーＡＳＳＹをケーシングに軽く固定した状態で、ク
ラッチハブにその心出し用のシャフトを通してクラッチハブの中心をエンジンクランクシャフトの中心と一致させた状態でカバーを本締めします。 
（ご注意：クラッチハブとプレッシャープレートには表裏があり、新品のクラッチプレートＡとＢには表裏がありません。しかし、使用後に分解の際にはクラッチプ
レートＡ，Ｂの組み順と表裏を管理する必要があります。） 

カバーボルトの締付けトルク ： １．８±０．１Ｋｇ－ｍ 

●レリーズ関係部品とミッションの取付け ： 車種によって必要な部品を適正な順序で組み付けてください。ミッションを組み付けるときに、ミッション入力軸が
クラッチハブに強く当たるとの中心位置がずれたり、ディスクにクラックを生じさせたりするので慎重に作業をお願いします。 
●クラッチフォークの倒れ確認 ： クラッチベアリングがクラッチバネに接する状態で、クラッチフォークがミッション軸に対してほぼ直角になっていることを確認
してください。角度が５度以上狂っているときは、スリーブ・ピボット・フォーク周辺に異常がある可能性が高いので再度分解点検し、異常がなければスプライン
スリーブのサイズを変更して角度を調整してください。 
●レリーズシリンダーのエア抜き ： シリンダーに接続されている配管を緩める作業がある場合は、必ずエア抜き作業が必要となります。 
●クラッチペダルの調整－１ ： 切れ位置が奥過ぎる場合は、ペダルとマスターシリンダーをつなぐロッド部分を調整して遊びを最小～ゼロ付近にしてくださ
い。また、ペダルの戻り位置を標準的な位置になるように戻りストッパーを調整してください。 
●クラッチペダルの調整－２ ： 実使用状態でクラッチを操作して、クラッチの切れとペダル踏力を確認してください。 

■カーボンクラッチの構造図 

フライホイールとカバーを固定するこの１０本のボルトやナットを緩めたり、締め付け

たりしないでください。これら１０本のボルト以外のナットやボルトは、ゆるみ防止のた

めに一定の強いトルクで締めており、ネジロックを併用しています。これらを締め込み

過ぎるとボルトやナットがネジ切れたり、変形してゆるみやすくなりますので、さわらな

いでください。 

シングルクラッチ のボルトをゆるめる時の注意事項 
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ＢＭＷミニ Ｒ５６クーパーＳ用シングルクラッチの専用部品の取り扱い 

■事前にご購入いただく必要がある部品 

日産純正クラッチベアリング ３０５０２－１４６０１ ￥３，０３５（本体価格 ￥２，８９０） １個 

■クラッチに付属しているベアリングスリーブに付属のスペーサ（３７１１０－１５）を３枚挿入してから、上記ベアリン

グを圧入してください。 

■下図を参考に、ベアリングスリーブとフォークの組立を実施してください。 

■その他は、ＢＭＷミニの整備解説書に従ってください。 
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クラッチにメンドラ挿入時に 

ミッションを揺すらない！ 


